
Ⅱ 教 養 教 育 に つ い て
（農学部共同獣医学科を除く）

１ 教養教育の理念

岩手大学は，各学部が行う専門教育とならんで，所属する学部にかかわらず全学生が
共通に受けるべき教育として教養教育を設け，「世界や地域で活躍できる人材を育成す
る上で必要となる多様な学問領域の基礎的知識及び基本的思考力，幅広く深い教養と総
合的な判断力，地域の発展に貢献できる豊かな人間性と高い倫理観並びにコミュニケー
ション能力を涵養する」ことをその理念としています。
この理念を実現するために，教養教育は岩手大学の全ての教職員の関心・責任・協力

のもとに実施されています。
教養教育科目は，「実践知科目」，「技法知科目」及び「学問知科目」によって構成

されています。

２ 教養教育の教育目的と修得すべき能力

教養教育における人材養成像を以下のとおり明示します。

教養教育の教育目的及び修得すべき能力
〈教育目的〉
岩手大学は，すべての学生が共通に学ぶべき教養教育を提供し，それぞれの学生が所属す

る学部にかかわらず，多様な学問領域の基礎的知識と基本的思考方法を修得するとともに，
幅広く深い教養と総合的な判断力を身につけ，社会や文化の持続的発展に貢献できる豊かな
人間性と高い倫理観，ならびに多様な人びとと協働するためのコミュニケーション能力を培
うことを目的とする。
〈修得すべき能力〉
教養教育では，その教育プログラムを通して，学生が以下の能力を修得することを目指

す。
（１）自らの意欲や関心に基づき主体的に学び続ける能力
（２）自ら問題を発見し，それを探究し解決する思考力と判断力
（３）複雑化する社会に適応するために必要な情報を収集し処理する基本的能力
（４）幅広い学問領域の知識を身につけ，専門分野に対する複合的視点を獲得するための

総合的能力
（５）多様な人びとと協働するために必要な母語と外国語による基本的コミュニケーショ

ン能力
（６）心と体の健康を保つ手段や方法を獲得するために必要な基礎的人間力

各科目区分等の教育目的及び修得すべき能力
Ａ 実践知科目

＜教育目的＞
「実践知科目」は，技法知・学問知で培った知識や情報，技能を活用する能力を基礎
に，さまざまな客体に対する理解と働きかけについて実践的に学修し，身につけた知識
を主体的に実践化することを目的とする。

＜修得すべき能力＞
「実践知科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）技法知・学問知科目で得た知識や情報を活用して課題を発見し解決する能力
（２）社会における自らの役割を認識し，責任感をもって主体的に行動する能力
（３）他者と協働して多様な意見を調整し，解決策を見出す能力
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１．転換教育科目
＜教育目的＞

「転換教育科目」は，初年次教育のイントロダクションとなる教育プログラムで
あり，新入生が高等学校までの受動的な学習態度や生活のあり方を転換し，大学に
おける能動的な学習スタイルや大学での新しい生活環境に支障なく速やかに適合
し，自ら主体的に学ぶ力を身につけることや社会的規範・倫理を学ぶことを目的と
する。

＜修得すべき能力＞
「転換教育科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）基本的なアカデミックスキル
（２）学習計画を立案する能力と教育資源を有効に活用する能力
（３）コミュニケーション能力と社会的倫理観

・基礎ゼミナール
〈教育目的〉

「基礎ゼミナール」は，オリエンテーション，ゼミナール及び教室外活動を通じて，
高校時代の教育環境とは質的に異なる大学における学習スタイルや生活環境に新入生が
支障なく適合でき，大学における学びに必要なアカデミックスキルを修得することを目
的とする。加えて，地域について現状を知り理解を深めることを目的とする。

〈修得すべき能力〉
「基礎ゼミナール」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）自己の表現力やプレゼンテーション能力
（２）自主的な学習態度や学習への積極的な意欲
（３）論理的に思考し，自ら課題を探求するために必要な基礎的能力
（４）図書館や情報検索等の学習資源を有効に活用する能力
（５）地域の現状を積極的に知り理解しようとする意欲

２．地域関連科目
＜教育目的＞

「地域関連科目」は，異分野の専門家と協働し，自らの専門性を地域の課題解決
へ実践することができる能力を養うことを目的とする。

＜修得すべき能力＞
「地域関連科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）異なる専門分野の者と協働して課題の発見・解決に取り組むことができる

能力
（２）地域社会の現実に即して地域の課題解決に取り組む実践能力

・初年次自由ゼミナール
〈教育目的〉

「初年次自由ゼミナール」は，学部の枠を越えてあるテーマに沿って課題と取り組
み，教員及び学生同士が互いに討論し，幅広い学びの意義を確認することを目的とす
る。

〈修得すべき能力〉
「初年次自由ゼミナール」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）自らの専門分野と異なる知識を修得し，自ら課題を設定する能力
（２）他者の異なる意見も理解したうえで，共同して作業を進める能力
（３）自らの考えや調査結果を他者に明確に伝える能力

・地域課題演習
＜教育目的＞

「地域課題演習」は，専門性を修得しつつある２年生以上の学生が地域社会にあ
る具体的課題の解決に向けて，身につけた専門的知見を実践活動と結びつけるため
の考え方や方法を学び，課題解決に必要な思考力・判断力を養うことを目的とす
る。

＜修得すべき能力＞
「地域課題演習」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）専門分野による観点や方法の違いを理解した上で，異なる専門分野と協働し

て現実問題を積極的に解決しようとする意欲
（２）多様な人びとともに課題解決に向けた協力体制を組織できるコミュニケーシ

ョン能力
（３）技法知・学問知科目で得た知識を社会での実践活動に活かす意欲と行動力
（４）自らの専門性を課題の発見と解決に活かす能力

Ｂ 技法知科目
〈教育目的〉

「技法知科目」は，①外国語科目と情報科目の学習を通じて，学問知科目ならびに専門
教育科目の学業を進めるうえで，さらに卒業後に社会生活を営むうえで必要となる基本的
技能やその基礎となる知識を身につけるとともに，②健康・スポーツ科目の学習を通じ
て，社会生活を営む基盤となる健康・体力の増進を図ることを目的とする。

〈修得すべき能力〉
「技法知科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）外国語を用いて基本的なコミュニケーションを行うことができる能力
（２）情報の収集・加工を適切に行うことができる能力
（３）自ら健康・体力の保持増進を図ることができる能力

１．外国語科目
・英語
〈教育目的〉

「英語」は，学生が英語を通して他国及び自国の文化や社会に関する理解を深め，
英語を用いて積極的にコミュニケーションをとる姿勢を養成することを目的にする。
また，英語を自律的に学習する習慣を身に付けさせ，修得した英語力を利用して，

情報を効率的に収集したり，情報発信する能力を向上させることを目的とする。
さらに，英語による異文化コミュニケーションの在り方について認識を深めさせる

ことも目的とする。
〈修得すべき能力〉

「英語」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。

（１）十分な英語力を身につけていない習熟度が初級の学生にとっては，英文法や
基礎的語彙・表現などの復習を通して，英語の基礎的な読み書き能力を修得
し，それらを応用して簡単な日常会話ができるコミュニケーション能力

（２）ある程度の基礎力を既に身につけている習熟度が中級の学生にとっては，様
々なテーマについて書かれた入門レベルの英文を読みこなせる読解力，平易
な英語を使って英文が書ける作文力，身近な話題について説明したり，簡単
な意見を述べたりすることができるコミュニケーション能力

（３）高度な英語力を有する習熟度が上級の学生にとっては，各自の専門領域に関
する複雑なテクストを正確に理解できる読解力，多様なトピックについて適
切な英語表現を用いて英文が書ける作文力，相手に自分の意思を的確に伝え
たり，論理的に意見を述べたりできるコミュニケーション能力

（４）上記，いずれの習熟度の授業においても，異文化に対する理解を深め，促進
する。

・英語以外の外国語
〈教育目的〉

「英語以外の外国語（ドイツ語・フランス語・ロシア語・中国語・韓国語）」は，
外国語の文法を習得した上で，①日常生活に必要な基本的な会話ができるようにする
こと，②外国語で書かれた文章を読むことができるようにすること，③日常生活で使
う文章を外国語で書けるようにすること，④外国語学習を通して，異文化理解の基礎
的知識を獲得すること，の４点を身につけることを目的とする。
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１．転換教育科目
＜教育目的＞

「転換教育科目」は，初年次教育のイントロダクションとなる教育プログラムで
あり，新入生が高等学校までの受動的な学習態度や生活のあり方を転換し，大学に
おける能動的な学習スタイルや大学での新しい生活環境に支障なく速やかに適合
し，自ら主体的に学ぶ力を身につけることや社会的規範・倫理を学ぶことを目的と
する。

＜修得すべき能力＞
「転換教育科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）基本的なアカデミックスキル
（２）学習計画を立案する能力と教育資源を有効に活用する能力
（３）コミュニケーション能力と社会的倫理観

・基礎ゼミナール
〈教育目的〉

「基礎ゼミナール」は，オリエンテーション，ゼミナール及び教室外活動を通じて，
高校時代の教育環境とは質的に異なる大学における学習スタイルや生活環境に新入生が
支障なく適合でき，大学における学びに必要なアカデミックスキルを修得することを目
的とする。加えて，地域について現状を知り理解を深めることを目的とする。

〈修得すべき能力〉
「基礎ゼミナール」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）自己の表現力やプレゼンテーション能力
（２）自主的な学習態度や学習への積極的な意欲
（３）論理的に思考し，自ら課題を探求するために必要な基礎的能力
（４）図書館や情報検索等の学習資源を有効に活用する能力
（５）地域の現状を積極的に知り理解しようとする意欲

２．地域関連科目
＜教育目的＞

「地域関連科目」は，異分野の専門家と協働し，自らの専門性を地域の課題解決
へ実践することができる能力を養うことを目的とする。

＜修得すべき能力＞
「地域関連科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）異なる専門分野の者と協働して課題の発見・解決に取り組むことができる

能力
（２）地域社会の現実に即して地域の課題解決に取り組む実践能力

・初年次自由ゼミナール
〈教育目的〉

「初年次自由ゼミナール」は，学部の枠を越えてあるテーマに沿って課題と取り組
み，教員及び学生同士が互いに討論し，幅広い学びの意義を確認することを目的とす
る。

〈修得すべき能力〉
「初年次自由ゼミナール」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）自らの専門分野と異なる知識を修得し，自ら課題を設定する能力
（２）他者の異なる意見も理解したうえで，共同して作業を進める能力
（３）自らの考えや調査結果を他者に明確に伝える能力

・地域課題演習
＜教育目的＞

「地域課題演習」は，専門性を修得しつつある２年生以上の学生が地域社会にあ
る具体的課題の解決に向けて，身につけた専門的知見を実践活動と結びつけるため
の考え方や方法を学び，課題解決に必要な思考力・判断力を養うことを目的とす
る。

＜修得すべき能力＞
「地域課題演習」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）専門分野による観点や方法の違いを理解した上で，異なる専門分野と協働し

て現実問題を積極的に解決しようとする意欲
（２）多様な人びとともに課題解決に向けた協力体制を組織できるコミュニケーシ

ョン能力
（３）技法知・学問知科目で得た知識を社会での実践活動に活かす意欲と行動力
（４）自らの専門性を課題の発見と解決に活かす能力

Ｂ 技法知科目
〈教育目的〉

「技法知科目」は，①外国語科目と情報科目の学習を通じて，学問知科目ならびに専門
教育科目の学業を進めるうえで，さらに卒業後に社会生活を営むうえで必要となる基本的
技能やその基礎となる知識を身につけるとともに，②健康・スポーツ科目の学習を通じ
て，社会生活を営む基盤となる健康・体力の増進を図ることを目的とする。

〈修得すべき能力〉
「技法知科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）外国語を用いて基本的なコミュニケーションを行うことができる能力
（２）情報の収集・加工を適切に行うことができる能力
（３）自ら健康・体力の保持増進を図ることができる能力

１．外国語科目
・英語
〈教育目的〉

「英語」は，学生が英語を通して他国及び自国の文化や社会に関する理解を深め，
英語を用いて積極的にコミュニケーションをとる姿勢を養成することを目的にする。
また，英語を自律的に学習する習慣を身に付けさせ，修得した英語力を利用して，

情報を効率的に収集したり，情報発信する能力を向上させることを目的とする。
さらに，英語による異文化コミュニケーションの在り方について認識を深めさせる

ことも目的とする。
〈修得すべき能力〉

「英語」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。

（１）十分な英語力を身につけていない習熟度が初級の学生にとっては，英文法や
基礎的語彙・表現などの復習を通して，英語の基礎的な読み書き能力を修得
し，それらを応用して簡単な日常会話ができるコミュニケーション能力

（２）ある程度の基礎力を既に身につけている習熟度が中級の学生にとっては，様
々なテーマについて書かれた入門レベルの英文を読みこなせる読解力，平易
な英語を使って英文が書ける作文力，身近な話題について説明したり，簡単
な意見を述べたりすることができるコミュニケーション能力

（３）高度な英語力を有する習熟度が上級の学生にとっては，各自の専門領域に関
する複雑なテクストを正確に理解できる読解力，多様なトピックについて適
切な英語表現を用いて英文が書ける作文力，相手に自分の意思を的確に伝え
たり，論理的に意見を述べたりできるコミュニケーション能力

（４）上記，いずれの習熟度の授業においても，異文化に対する理解を深め，促進
する。

・英語以外の外国語
〈教育目的〉

「英語以外の外国語（ドイツ語・フランス語・ロシア語・中国語・韓国語）」は，
外国語の文法を習得した上で，①日常生活に必要な基本的な会話ができるようにする
こと，②外国語で書かれた文章を読むことができるようにすること，③日常生活で使
う文章を外国語で書けるようにすること，④外国語学習を通して，異文化理解の基礎
的知識を獲得すること，の４点を身につけることを目的とする。
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〈修得すべき能力〉
「英語以外の外国語（ドイツ語・フランス語・ロシア語・中国語・韓国語）」で

は，学生が以下の能力を修得することを目指す。
初級外国語（入門・発展）では，
（１）下記語学検定試験の級をマスターしたと認められる程度の文法知識と会話能

力
・ドイツ語技能検定試験 ４級
・実用フランス語技能検定試験 ４級
・ロシア語能力検定試験 ４級
・漢語水平考試 ２級
・韓国語能力試験 TOPIKⅡ（3～ 6級 120点以上）
・ハングル能力検定試験 ５級

（２）外国語を用いて，基本的なコミュニケーションを行うことができる能力
（３）易しい文章を読んだり書いたりできる能力
（４）国際化社会に対応できる，異文化を理解するための基礎的知識
中級外国語では，
（１）下記語学検定試験の級をマスターしたと認められる程度の文法知識と会話能

力
・ドイツ語技能検定試験 ３級
・実用フランス語技能検定試験 ３級
・ロシア語能力検定試験 ３級
・漢語水平考試 ３級
・韓国語能力試験 TOPIKⅠ（1～ 2級 140点以上）
・ハングル能力検定試験 ４級

（２）外国語を用いて，より高度なコミュニケーションを行うことができる能力
（３）やや難解な文章を読んだり書いたりできる能力
（４）国際化社会に対応できる，異文化を理解するための知識

・日本語
〈教育目的〉

「日本語」は，外国人留学生を対象とし，上級レベルの四技能（読む・書く・聞く
・話す）の指導を通じ，日本語による情報収集，口頭発表，論文作成，討論など大学
の授業や研究活動に日本語を使用して参加する力の養成を目的とする。

〈修得すべき能力〉
「日本語」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）文法力，読解力，聴解力については日本語能力試験Ｎ１レベル以上の能力
（２）レポート，小論文等の文章作成力，および，討論，口頭発表等の口頭表現力

等，外国語共通参照枠(CEFR）のＣ１レベル以上の日本語能力

２．健康・スポーツ科目
〈教育目的〉

「健康・スポーツ科目」は，スポーツを行うことによって健康と体力の保持増進を図
り，コミュニケーション能力を高めるとともに，スポーツ科学やスポーツ文化について
も理解を深めながら，生涯にわたりスポーツを実践する力を養うことを目的とする。

〈修得すべき能力〉
「健康・スポーツ科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）スポーツ活動を通じて健康と体力の保持増進を図る能力
（２）スポーツを科学的・文化的に理解し，上手にコミュニケーションを図れる能

力

３．情報科目
〈教育目的〉

「情報科目」は，高度情報化社会において社会生活を営む上で必要となるコンピュー
タと情報処理に関する基礎的な知識と技能を習得することを目的とする。

〈修得すべき能力〉
「情報科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）コンピュータの基本的な仕組みを理解し，目的に応じて使うことができる基

礎的な能力
（２）多種多様な情報から必要な情報を獲得し，目的に向けた適切な処理を行う基

礎的な能力
（３）情報を適切に受発信するための基礎的な能力
（４）情報化社会におけるモラルや社会的な問題を理解し，適切な行動をとること

ができる能力

Ｃ 学問知科目
〈教育目的〉

「学問知科目」は，在学生が諸学問分野の「ものの見方・考え方」を幅広く学ぶことに
よって，自分自身の専門分野が全体の中でどのような位置にあり，どのような意味・役割
を持っているかを理解するとともに，専門を深める上で必要な幅広い教養を身につけるこ
とを目的とする。

〈修得すべき能力〉
「学問知科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）物事を多面的な角度から考察できる能力
（２）多様な価値観を受け入れることができる能力
（３）自然・人間・社会との関係において，各種の常識・通念を根底的に捉え直せるよ

うな「ものの見方・考え方」ができる能力
（４）激動する現代社会の複雑な諸問題に柔軟に対応できる，総合的判断を行える能力

１．文化
〈教育目的〉

「文化」は，人文科学における各学問分野の観点から，多様な文化がそれぞれどのよ
うに形成され，人間にとってどのような意味や機能（はたらき）をこれまでもってきた
か，そして現在もっているかを理解し，また人間の心に関する諸問題を理解することを
目的とする。

〈修得すべき能力〉
「文化」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）各種の文化や人間の心について多角的に分析・把握できる能力
（２）各種の文化や人間の心についての諸見解を批判的に検討し，自分なりの見解

を打ち出すことができる能力

２．社会
〈教育目的〉

「社会」は，社会で生じている様々な問題を社会科学の各学問分野の視点から取り上
げることによって，問題の背後にある諸要因やそこに働いている論理を理解するととも
に，それら問題が私たち一人ひとりにとって持つ意味を理解することを目的とする。

〈修得すべき能力〉
「社会」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）社会問題が生じている基本的背景を多面的・総合的に分析・把握できる能力
（２）社会問題に対する諸見解を批判的に検討し，自分なりの見解を打ち出すこと

ができる能力

３．自然＆科学技術
〈教育目的〉

「自然＆科学技術」は，身の回りの自然科学や，くらしと関係する科学技術における
各分野の視点から，人間と自然とのかかわりをめぐるさまざまな問題を取り上げること
によって，専門を深めるうえで必要な幅広い教養を身につけることを目的とする。

〈修得すべき能力〉
「自然＆科学技術」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）人間と自然とのかかわりを多面的な角度から考察できる能力
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〈修得すべき能力〉
「英語以外の外国語（ドイツ語・フランス語・ロシア語・中国語・韓国語）」で

は，学生が以下の能力を修得することを目指す。
初級外国語（入門・発展）では，
（１）下記語学検定試験の級をマスターしたと認められる程度の文法知識と会話能

力
・ドイツ語技能検定試験 ４級
・実用フランス語技能検定試験 ４級
・ロシア語能力検定試験 ４級
・漢語水平考試 ２級
・韓国語能力試験 TOPIKⅡ（3～ 6級 120点以上）
・ハングル能力検定試験 ５級

（２）外国語を用いて，基本的なコミュニケーションを行うことができる能力
（３）易しい文章を読んだり書いたりできる能力
（４）国際化社会に対応できる，異文化を理解するための基礎的知識
中級外国語では，
（１）下記語学検定試験の級をマスターしたと認められる程度の文法知識と会話能

力
・ドイツ語技能検定試験 ３級
・実用フランス語技能検定試験 ３級
・ロシア語能力検定試験 ３級
・漢語水平考試 ３級
・韓国語能力試験 TOPIKⅠ（1～ 2級 140点以上）
・ハングル能力検定試験 ４級

（２）外国語を用いて，より高度なコミュニケーションを行うことができる能力
（３）やや難解な文章を読んだり書いたりできる能力
（４）国際化社会に対応できる，異文化を理解するための知識

・日本語
〈教育目的〉

「日本語」は，外国人留学生を対象とし，上級レベルの四技能（読む・書く・聞く
・話す）の指導を通じ，日本語による情報収集，口頭発表，論文作成，討論など大学
の授業や研究活動に日本語を使用して参加する力の養成を目的とする。

〈修得すべき能力〉
「日本語」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）文法力，読解力，聴解力については日本語能力試験Ｎ１レベル以上の能力
（２）レポート，小論文等の文章作成力，および，討論，口頭発表等の口頭表現力

等，外国語共通参照枠(CEFR）のＣ１レベル以上の日本語能力

２．健康・スポーツ科目
〈教育目的〉

「健康・スポーツ科目」は，スポーツを行うことによって健康と体力の保持増進を図
り，コミュニケーション能力を高めるとともに，スポーツ科学やスポーツ文化について
も理解を深めながら，生涯にわたりスポーツを実践する力を養うことを目的とする。

〈修得すべき能力〉
「健康・スポーツ科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）スポーツ活動を通じて健康と体力の保持増進を図る能力
（２）スポーツを科学的・文化的に理解し，上手にコミュニケーションを図れる能

力

３．情報科目
〈教育目的〉

「情報科目」は，高度情報化社会において社会生活を営む上で必要となるコンピュー
タと情報処理に関する基礎的な知識と技能を習得することを目的とする。

〈修得すべき能力〉
「情報科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）コンピュータの基本的な仕組みを理解し，目的に応じて使うことができる基

礎的な能力
（２）多種多様な情報から必要な情報を獲得し，目的に向けた適切な処理を行う基

礎的な能力
（３）情報を適切に受発信するための基礎的な能力
（４）情報化社会におけるモラルや社会的な問題を理解し，適切な行動をとること

ができる能力

Ｃ 学問知科目
〈教育目的〉

「学問知科目」は，在学生が諸学問分野の「ものの見方・考え方」を幅広く学ぶことに
よって，自分自身の専門分野が全体の中でどのような位置にあり，どのような意味・役割
を持っているかを理解するとともに，専門を深める上で必要な幅広い教養を身につけるこ
とを目的とする。

〈修得すべき能力〉
「学問知科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）物事を多面的な角度から考察できる能力
（２）多様な価値観を受け入れることができる能力
（３）自然・人間・社会との関係において，各種の常識・通念を根底的に捉え直せるよ

うな「ものの見方・考え方」ができる能力
（４）激動する現代社会の複雑な諸問題に柔軟に対応できる，総合的判断を行える能力

１．文化
〈教育目的〉

「文化」は，人文科学における各学問分野の観点から，多様な文化がそれぞれどのよ
うに形成され，人間にとってどのような意味や機能（はたらき）をこれまでもってきた
か，そして現在もっているかを理解し，また人間の心に関する諸問題を理解することを
目的とする。

〈修得すべき能力〉
「文化」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）各種の文化や人間の心について多角的に分析・把握できる能力
（２）各種の文化や人間の心についての諸見解を批判的に検討し，自分なりの見解

を打ち出すことができる能力

２．社会
〈教育目的〉

「社会」は，社会で生じている様々な問題を社会科学の各学問分野の視点から取り上
げることによって，問題の背後にある諸要因やそこに働いている論理を理解するととも
に，それら問題が私たち一人ひとりにとって持つ意味を理解することを目的とする。

〈修得すべき能力〉
「社会」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）社会問題が生じている基本的背景を多面的・総合的に分析・把握できる能力
（２）社会問題に対する諸見解を批判的に検討し，自分なりの見解を打ち出すこと

ができる能力

３．自然＆科学技術
〈教育目的〉

「自然＆科学技術」は，身の回りの自然科学や，くらしと関係する科学技術における
各分野の視点から，人間と自然とのかかわりをめぐるさまざまな問題を取り上げること
によって，専門を深めるうえで必要な幅広い教養を身につけることを目的とする。

〈修得すべき能力〉
「自然＆科学技術」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）人間と自然とのかかわりを多面的な角度から考察できる能力
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（２）自然科学や科学技術に関する初歩的な専門的知識に基づく考え方ができる能
力

４．環境科目
〈教育目的〉

「環境科目」は，本学における環境教育の出発点として位置づけられていることか
ら，環境に対する幅広い関心と深い認識を促し，環境についての多角的な「考え方」を
養うことを目的とする。

〈修得すべき能力〉
「環境科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）環境を，自らの主観によるのではなくデータなどに基づき客観的に理解する

能力
（２）環境を，文系，理系などの自らの学ぶ専門領域を超えて，広い視野から理解

する能力
（３）環境に関する問題を，人間や生物の生存と深くかかわるものと理解し，自ら

の問題として思考する能力

５．地域科目
＜教育目的＞

「地域科目」は，岩手の地域に関することを様々な分野・視点から学び，岩手の
歴史・文化・特色を理解し，地域社会の複雑な諸問題に柔軟に対応できるような総
合的判断力を培うことを目的とする。

＜修得すべき能力＞
「地域科目」では，学生が以下の能力を修得することを目指す。
（１）多角的・複眼的な視点によって，岩手の地域社会を全体的に把握できる能

力
（２）総合的な判断に基づいて，岩手の地域社会の諸問題に対して柔軟に対応で

きる能力

３ 履修方法及び開設授業科目

履修については，本冊子及び授業時間割を参考にし，間違いのないよう注意してくだ
さい。

同一授業科目は重複して履修できません。ただし，日本語以外の外国語科目は重複し
て履修できます。

なお，授業科目には，必修科目と選択科目の２種類があり，各学部，学科，課程ごと
にそれぞれ範囲及び修得すべき単位数等が定められていますので，各学部の説明の項を
熟読してください。また，履修にあたっては前期のみ又は後期のみの開設授業科目や年
度により開設しない授業科目があるので注意してください。

Ａ 実践知科目

（１）転換教育科目の開設授業科目及び履修方法等
表Ⅰａ

授 業 科 目 単位数 週時間数 備 考
基礎ゼミナール １ ２ １年次対象

－履修年次－
１年次に履修すること。
また，学部毎にガイダンス，クラス分け等を行っているので，注意すること（掲
示により確認すること）。

(注)１．全学部とも基礎ゼミナール（１単位）は，１年次前期に必ず修得するこ
と。

（２）地域関連科目の開設授業科目及び履修方法等
表Ⅰｂ

授 業 科 目 単位数 週時間数 備 考
初年次自由ゼミナール １ ２ １年次対象

－履修年次－
１年次に履修すること。

（注）１．初年次自由ゼミナール（１単位）は，人数制限があるので注意すること。

（３）地域課題演習科目（地域関連科目）の開設授業科目及び履修方法等
表Ⅰｃ

授 業 科 目 単位数 週時間数 備 考
地域課題演習Ａ ２ ２ ２年次以上対象
地域課題演習Ｂ ２ ２ ２年次以上対象
地域課題演習Ｃ ２ ２ ２年次以上対象
地域課題演習Ｄ ２ ２ ２年次以上対象
地域課題演習Ｅ ２ ２ ２年次以上対象
地域課題演習Ｆ ２ ２ ２年次以上対象
地域課題演習Ｇ ２ ２ ２年次以上対象
地域課題演習Ｈ ２ ２ ２年次以上対象

－履修年次－
２年次以降に履修すること。

（注）１．地域課題演習科目（２単位）は，人数制限があるので注意すること。
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